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ごあいさつ 

  

                      ダイバーシティ推進本部長 

                                高橋 香代 

岡山大学では、多様な教職員が、それぞれの力を最大限発揮することができるダイバーシティ文化を

職場に根付かせるために、「岡山大学ダイバーシティポリシー」を策定し、2008 年度に「ダイバーシテ

ィ推進本部」を設置しています。ダイバーシティ推進本部は、男女共同参画室、次世代育成支援室、障

がい者雇用推進室、高齢者雇用安定室の４室で構成しています。 

 この岡山大学ダイバーシティポリシーに基づき、2009 年４月に開設した「グッドジョブ支援センター」

は、2019 年 6月現在障がい者 59 人、サポート職員 22 人が所属する職場に成長し、本学の障がい者雇用

率は、障がい者法定雇用率 2.5％を達成しています。 

 グッドジョブ支援センターでは、障がいという個性に配慮し、一人ひとりが持てる力を最大限発揮で

きる環境を整えるために、入職時の職業能力アセスメントや障がい理解、個人理解に基づいた支援方法

を検討し、必要であれば他の専門機関とも連携して、安心できる職場環境を整備するように支援者を配

置しています。 

 また、職場環境の向上におきましても、今年 5月に職員の増加に伴い現在の事務所が手狭になったた

め、面談室、会議室、休憩所、作業室を配置した事務所を増築しました。 

 今後も、グッドジョブ支援センターの職員にとって、岡山大学がより働きやすい職場になるように、

大学としてグッドジョブ支援センターの支援を継続したいと考えています。 

 この度、報告書を取りまとめることで、本学の障がい者雇用に向けてのこれまでの歩みを振り返ると

ともに、今後の展望、課題についても考える機会となりました。この報告書が本学の障がい者雇用推進

及びダイバーシティ推進に関する理解を深める一助となれば幸いです。 
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今までの歩みと障害者の雇用達成状況 
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グッドジョブ支援センターの体制 

 

 グッドジョブ支援センターは、総務・企画部長をセンター長、人事課長を副センター長

とし総括リーダーの元に環境美化班、事務・軽作業班、鹿田分室、農場の 4 名のサブリー

ダーを配置し、主任支援員・支援員のサポートを受け作業員・作業補佐員がそれぞれ担当

業務にあたっています。 

 業務内容は、環境美化班は、建物内清掃・環境整備、事務・軽作業班は、図書館業務・シ

ュレッター作業・配布物セット・データ入力等、鹿田分室は、シュレッダー作業・図書館

業務・建物内清掃・マウスゲージ清掃・古紙回収業務等、農場は、作物栽培の補助・収穫

出荷準備・学内販売などの農場業務、津島・鹿田両地区への文書集配などを行っています。 

 また、ダイバーシティ推進本部障がい者雇用推進室をはじめとし保健管理センターおよ

び岡山障害者就業・生活支援センター等とも連携協力し運営を行っています。 

 

  

3 



グッドジョブ支援センターの業務について 

1 日の流れ 
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グッドジョブ支援センターの業務について 

業務紹介 
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グッドジョブ支援センターの業務について 

業務紹介 
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グッドジョブ支援センターの業務について 

現場の声 
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学内への貢献 
これまで、外部委託していた業務、事務職員が行っていた業務等をグッドジョブ支援センターが行うことで、

微力ではありますが、経費の節減、事務職員の業務軽減等に、また、障害者の法定雇用率達成に貢献できる

よう、業務を拡大しながら頑張っていきます。 

 

事務・軽作業班業務

実験補助及び本部棟周辺花壇の整備

農場業務について

事務・軽作業班業務

平成30年度

封入・ばらし作業 27,905部

学務部　　　     13,185部
総務・企画部　　　5,357部
保健管理センター　4,250ｾｯﾄ
工学部　　　　　　3,227部
Alumuni事務局　 　2,352部
産学連携推進課　　1,757部
理学部　　　　　    654部
薬学部　　　　    　600部
ARTセンター　　　   588部
グローバルディスカバリー
　　　　　　　　  　185部

選別、計量、袋詰め、陳列、レジ業務、農場作物の
学内販売

資料セット 18,850部

文・法・経済学部　4,550部
学務部　　　　　　4,400部
教育学部　　　　　3,060部
工学部　　　　　　2,600部
薬学部　　　　　　1,600部
産学連携推進課　　1,640部
総務・企画部　　　1,000部

月平均360袋（2,880kg）

図書館事務

教育用PC・備付什器確認、新着図書の装備、返却図
書の配架、図書の遡及、文献複写

鹿田分室作業

清掃作業

管理棟
旧生化学棟
基礎医学講義実習棟
Jホール外周、旧生化学棟南側
図書館
動物資源部門鹿田施設（ゲージ清掃他）

草刈り・草集め

清掃作業

図書館
薬学部
本部棟

図書館配架・入力作業

シュレッダー作業

全学内文書及び郵便物集配作業

文書集配業務

農場作物の学内販売業務

圃場作業

出荷作業・販売

花、野菜の種まき、定植、調整、収穫等

月平均268袋（2,138kg）

津島地区と鹿田地区の各部局を回り文書集配

本部棟の各階フロアを回り文書集配

毎週、金曜日に販売業務

全学生徒　保護者成績表発送業務

環境美化業務

清掃作業

草刈り・草集め・剪定

本部棟
旧事務局庁舎
福居宿舎
国際交流会館
教育学部本館、東棟
法学部
経済学部
工学部
農学部
山陽圏フィールド科学センター（津高牧場）
自然科学研究科棟
津島キャンパス道路・排水路清掃
落ち葉清掃

約68,000㎡/年5回～6回
本部棟周辺
薬学部周辺
保健管理センター周辺
野球場・サッカー場・馬場・課外活動施設周辺
図書館前中央緑地帯周辺
国際交流会館周辺
留学生施設、女子寮周辺
環境理工学部周辺
その他（東山墓地）

配布物・資料セット作業等

給与明細仕分け作業、伝票整理作業、データ入力、
書類三つ折り・封入作業、封筒宛名ラベル貼付作
業、郵便物運搬等

その他 50,137件

保健管理センター
　　カルテ・問診票整理  9,700部
   ナンバリング　　　　9,365件
総務・企画部
　 帳票押印他         11,394件
図書館
　 ブックポケット作成  3,800部
   ナンバリング他      5,374件
学務部
 　PCアップデート　  　233台
　 封筒印押し他  　　7,980件
アゴラ
　 アンケート入力    1,755件
理学部
　ライターガス抜き　　 　536個

古紙回収作業

古紙、ダンボール、新聞、シュレッダー箱、
シュレッダー袋の回収運搬

その他作業

Jホール外周、旧生化学棟南側

シュレッダー作業

21,904 

25,348 
27,324 27,472 27,392 28,360 
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活動報告 
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今後の展望 

                              

                 グッドジョブ支援センター長 

                             渡 部 廉 弘 

 

 
 グッドジョブ支援センターは、平成 21 年 4 月に障がい者雇用を推進するため「グッドジョブ支援セ

ンター」を設置して 11年目になります。設置当初は、支援員、作業補佐員の 17名でスタートしたセン

ターも、現在 80 名を超える大きな組織となりました。 

職員は、総括リーダー、サブリーダー、支援員のサポートを受けながら、それぞれの個性や特性を生

かした支援業務を担当しています。 

設置から 11 年が経ちますが、これまでに 3 つの大きな出来事がありました。 

一つ目は、平成 25 年 4 月から、グッドジョブ支援センターが農学部附属山陽フィールド科学セン

ター（岡大農場）の販売所の販売を任されたことです。これまでの学内業務を支援する仕事から、責任

のある仕事への転換です。全面委託後、農作物の生産が高まるだけでなく、見栄えのあるパッケージで

商品価値を向上させ、販売ロスは減少し、販売収入は安定的に増加しています。 

二つ目は、平成 28 年 1 月に有期雇用から無期雇用の道が開かれたことです。今までは、非常勤職員

のため、5 年の有期雇用でした。そのため、職員たちは 5 年を過ぎたら大学を去らなければなりません

でした。大学でずっと働きたいその気持ちを、年一回開催される学長・理事懇談会で学長にお願いした

ところ、センター職員は無期雇用で働けることになりました。そのことが決定したときは、センター職

員一同が喜んだことはいうまでもありません。 

三つ目は、鹿田分室を設置したことです。 

平成 27 年 12 月に、鹿田キャンパスに鹿田分室を設置しました。現在は、9名の職員が働いています。

業務もシュレッダー作業、図書館業務、建物内清掃、マウスゲージ作業、古紙回収、データー入力、伝

票整理等病院や部局からの業務依頼も年々増えています。 

職員の方に、「いつもありがとう」とか「ご苦労様」と声を掛けてもらった時がとてもうれしいと話す

姿が印象に残っています。 

このように、学長をはじめ理事・教職員の方に支えられて 11 年目を迎えることができましたが、これ

からは支えられるだけでなく、自分たちも自分たちができる工夫をして、補助的業務から主体的業務へ

の業務拡大を目指して行きたいと考えています。 

今後とも、グッドジョブ支援センターへの皆様のご支援とご協力をお願いします。 
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